
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3030 

令和５年度 学大阪学 

 

教科 学大阪学 科目 (学)大手前講座 単位数 １単位 年次 １～４年次 

使用教科書 なし 

副教材等 自校作成プリントなど 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

各回ごとに、各教科の観点から大阪に関する多方面の基礎知識を学び、考えることで、高校生とし

ての教養の修得をめざします。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

【知識及び技能】 

・大阪に関する多方面の基礎知識、高校生としての教養を重視し、その修得をめざす。 

・大阪にまつわる作者・文学者の作品の鑑賞、歴史的建造物、算額などに実際に触れる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・大阪の文化遺産について、その歴史的意義を明らかにしていくことでより深く学習する。 

・大阪における「生活様式」の実態に即して、衣食住を中心とした大阪としての特徴を学習する。 

・商店街や大阪くらしの今昔館などの見学。 

・資料収集のために、学校の図書館や公共図書館、インターネットを活用し、問題の発見・解決に

向けて情報を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・大阪について学んだ上で、これまでの生活文化について見つめなおす。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

大阪における文化、地理、

歴史、産業、自然環境、風

土等を総合的に理解すると

ともに、基礎的な知識・教

養・学力を身に付けている。 

・大阪の文化遺産をその歴史

的意義を明らかにしていくこ

とでより深く学習する。  

・大阪における「生活様式」

の実態に即して、衣食住を中

心とした大阪的特徴を 学習

する。自らの生活と比較する

ことで歴史文化への理解を深

める。 

・資料収集のために、学校の

図書館や公共図書館、インタ

ーネットも活用する。  

・大阪について学んだ上で、

これまでの生活文化について

見つめなおし、日本各地・世

界各地の風土生活様式に対

し、理解することのできる人

間性を養おうとしている。  

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学

習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

第

一

回

国

語

科 

大阪にまつわる作者・文

学者の作品の鑑賞 

a:大阪にまつわる作者・文学

者について知る 

b:大阪にまつわる文学者の

作品に触れ、大阪特有の文化

について考える。 

c:自ら大阪の文学者につい

て知ろうとする。 

 

取組姿

勢 

課題提

出 

授業へ

の取組

姿勢 

 

第

二

回

地

歴

・

公

民

科 

大阪の地理と歴史につ

いて 

a:大阪の地理と歴史につい

て知る 

b: 大阪の地理と歴史触れ、

大阪特有の文化について考

える。 

c:自分の暮らす街の歴史や

地理について調べようとす

る。 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 

 

第

三

回

数

学

科 

生魂神社と算額につい

て 

a:算額の文化について知る。 

b:算額を解くことで当時の

文化と科学技術について考

える。 

c:東西の数学の歴史につい

て調べようとする。 

 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 

 

第

四

回

理

科 

講義実験を通して物

理・化学・生物・地学に

ついて幅広く学習する。 

a:理科の基本的な知識を理

解している。 

b: 物理、化学、生物、地学

の分野にとらわれない総合

的な問題に触れ、考える。 

c:大阪の星空、植生について

調べようとする。 

 

 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 
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第

五

回

保

健

体

育

科 

大阪城の歴史と謎につ

いての講義と大阪城の

ウォークラリー 

a: 大阪城の歴史について知

る。 

b: 大阪城の歴史触れ、大阪

特有の文化について考える。 

c:大阪城やその時代背景に

ついて調べようとする。 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 

 

第

六

回

英

語

科 

英語の総合的な力を伸

ばす。文法や発音に取り

組む。 

a:基本的な文法や発音を理

解している。 

b: 基本的な文法を用いて英

作文を作ることができる。 

c:大阪について学んだ内容

をエッセイにし、英語で書

く。 

 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 

 

前

期 

第

七

回

英

語

科 

英語の総合的な力を伸

ばす。文法や発音に取り

組む。 

a: 基本的な文法や発音を理

解している。 

b:外国人観光客を案内する

ための英文を作成できる。 

c:外国人観光客を英語で案

内する。 

 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 

 

第

八

回

情

報

科 

スポーツのフォームの

改善に情報機器をどの

ように活用できるかを

学ぶ。 

a:エヴェッサ・ガンバ・セレ

ッソなど大阪のクラブチー

ムのフォームを調べる。 

b:フォームを情報機器を活

用して解析する。 

c:自分のフォームと比較し

てより良いフォームにする。 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 

 

第

九

回

数

学

科 

江戸の天文学者麻田剛

立について学ぶ。 

a:大阪の天文学者、算術家江

戸時代の算術について知る。 

b:現代の暦と比較して、当時

の文化と科学技術について

考える。 

c:東西の数学・天文学の歴史

について調べる。 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 
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第

十

回

総

ま

と

め

情

報

科 

半年間を振り返ってま

とめを PC等で作成。 

a:Word で基本的な文書作成

ができる。 

b:これまでの振り返りをま

とめることができる。 

c:半年間を振り返りこれか

ら大阪について深く学ぼう

とする。 

 

取組姿

勢 

課題提

出 

授 業 へ

の 取 組

姿勢 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


